
【工業：建築・デザイン科】

建築計画 単 位 数 3 学科・学年
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建築・デザイン科２年

１．住宅の意義
２．全体計画
３．各部屋の計画

・住宅は、種類や規模によって様々な相違が
あるが、ここでは標準的な専用住宅の各室の
計画について理解させる。
・住宅の計画が建築設計のもっとも基本的な
学習であるから、配置、平面、設備等の全体
計画及び、寝室、居間、台所、廊下、便所浴
室等の各部の計画も詳しく理解させる
・授業への取組状況、意欲的な学習態度とテ
ストによる理解度を評価する。

レポート
小テスト
演習プリント

前期中間考査

・建築計画の意義と進め方の基本的な事項に
ついて理解させる。
・敷地・配置・平面などの各計画に当たって
の留意点を把握し、計画の仕方を理解させ
る。
・ 各時代・各地域における建築物の移り変わ
り、様式、考え方やつくり出された過程など
を理解させる。
・授業への取組状況、意欲的な学習態度とテ
ストによる理解度を評価する。

第１章
建築計画の概要
１．建築計画のあらまし
２．条件の把握
３．基本計画

第２章
建築の移り変わり
１．我が国の建築
２．西洋の建築
２．西洋の建築
４．現代の建築

レポート
小テスト
演習プリント
課題

前期中間考査

第３章
建築物の内外の環境
１．気候
２．日照と日射
３．採光と照明
４．換気と通風
５．伝熱と結露
６．音響
７．色彩

第４章
住宅の計画

・建築物と建築物に影響を及ぼす諸要素との
関係について理解させる。
・諸要素と配置計画・平面計画との関連性に
ついて理解させる。
・授業への取組状況、意欲的な学習態度とテ
ストによる理解度を評価する。

・住宅における様々な条件に対処した各室の
計画方法について理解させる。

レポート
小テスト
演習プリント
課題
前期末考査

到達目標(具体的な取り組み【評価基準を念頭に置いた指導上の留意点】) 評価の重点
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学習項目
（単元名、教材、学習領域）

主な学習活動・評価のポイント 評価方法

建築計画に関する基礎的な知識と技術を習得させ、建築物を合理的に計画し、設計する能力と態度を育てるとともに、
建築に対する興味や関心をもたせるようにする。
・実際に簡単な住宅の設計をさせながら身近な住宅に興味を向けさせ、建築計画の基本的な手法を学習させる。
・計画原論や計画各論に関係する諸資料を提示しながら建築に対する興味を持たせ、将来自発的に建築を学ぼうとする力を養う。
・演習レポート等の提出物の提出率100％を単位習得の最低条件とする。提出の遅延については,その学期内であれば提出を認める。その
学期を超えた場合には、原則として受付をしない。
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第５章 集合住宅の計画
１．集合住宅の意義 ２．全体計画
３．各部の計画
第６章 事務所の計画
１．事務所の意義 ２．全体計画
３．各部の計画
第７章 都市と地域の計画
１．都市計画の概要 ２．都市計画の進
め方 ３．住宅地の計画
第８章 建築設備の計画
１．建築設備の概要 ２．給排水・衛生
設備 ３．空気調和・換気設備 ４．電
気設備
５．防災設備 ６．搬送設備

・集合住宅・事務所について、その目的や種
類・使われ方・計画上の特質について理解さ
せる。
・集合住宅・事務所について、敷地・配置・
平面などの各計画について理解させる。
・都市の持つ機能や役割を示し、都市計画や
地域計画の重要性・関連性を理解させる。
・都市計画が具体化される過程について理解
させる。
・住宅地における計画単位や都市計画との関
わりなどを示し、その計画方法について理解
させる。
・各設備に関する基本的な事項を示し、これ
らの計画の方法について理解させる。


